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Y としたとき、任意の srqp ,,, について、下記の①～④を満たす dcba ,,, が存在する。 
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2 のとき、 0p であれば、①を満たす aは存在しない。 

2 のとき、 0q であれば、②を満たすb は存在しない。 

少なくとも、 2 かつ 2 が必要であり、このとき 
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1 かつ 2 かつ 1 かつ 2 であれば、任意の srqp ,,, について、①～④を満たす dcba ,,, が定まる。 
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求める必要十分条件は 1 かつ 2 かつ 1 かつ 2  ……(答) 


